
ＨＴＬＶ－Ⅰ（human T-cell leukemia virus type Ⅰ）の検査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
「平成 21年度において、厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業）を受け、実施した研究の成果」より 

●ＡＴＬ（成人Ｔ細胞白血病）は、ＨＴＬＶ－Ⅰ（human T-cell leukemia virus type Ⅰ）とい

うウイルスによっておこる病気です。 

●お母さんがこのウイルスを持っていると、授乳等によって赤ちゃんに感染する可能性があります。 

●妊婦さんがウイルスを持っているかどうか調べるためには、血液検査をする必要があります。 

●このウイルスは、エイズとまったく関係がありません。 

●詳しいことは産科もしくは小児科の主治医の先生におたずねください。 

 

Ｑ１：ＡＴＬとはどういう病気ですか？ 

Ａ） ＡＴＬは成人Ｔ細胞白血病の略称で、ＨＴＬＶ－Ⅰ（ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型）というウイルスが原因で

発生する病気です。他に神経症状をおこすＨＡＭ（ＨＴＬＶ－Ⅰ関連脊髄症）という病気をひきおこすこともあ

ります。 

Ｑ２：キャリアとはどういうことですか？ 

（Ａ） ウイルスが体の中に入っても、発病する人はほんの一部です。ウイルスは持っているが発病していない人のこ

とを「キャリア」と呼んでいます。血液検査（抗体検査）が陽性で、確認試験でも陽性の場合、キャリアと診断

します。お母さんがＨＴＬＶ−Ⅰキャリアであると授乳等によって赤ちゃんにＨＴＬＶ−Ⅰが感染する可能性が

あります。 

Ｑ３：ＨＴＬＶ－Ⅰキャリアからの発病率は？ 

（Ａ） 感染からおおむね 40年以上（平均 55年）を過ぎたＨＴＬＶ−Ⅰキャリアから年間およそ 1,000人に１人の割

合で発病しているといわれています。タバコを吸っている人が肺癌になるのと同じくらいの確率です。 

Ｑ４：ＨＴＬＶ－Ⅰはどのようにして感染するの？ 

（Ａ） ＨＴＬＶ−Ⅰの感染経路は、主にウイルスを持った母から子への母子感染であり、この他には輸血による感染、

性行為による感染（多くは男性から女性への感染）があることが知られています。 

Ｑ５：母から子への感染はどのようにしておこるの？ 

（Ａ） ＨＴＬＶ−Ⅰの母子感染のほとんどが母乳による感染です。この他に、胎児が体内にいるときの感染（経胎盤

感染）、出産時の感染（経産道感染）等が考えられていますが、現在のところはっきりとはわかっていません。 

Ｑ６：母乳による児への感染を防ぐためにはどのような方法がありますか？ 

（Ａ） 経母乳感染を防止するには、人工栄養とする方法が最も確実な方法ですが、次善の策として、３ヶ月までの短

期間の授乳もしくは、凍結母乳を与える方法があります。 

（参考）１．人工栄養児の感染の確率は、これまでの調査で約３％と言われています。 

    ２．４ヶ月以上母乳を飲ませた場合、児に感染する確率は、最も新しいデータで約 15％～25％と高くなって

います。 

    ３．凍結母乳：母乳を搾乳した後、母乳パックに入れ家庭用冷凍庫に入れ一旦凍結させます。そ 

      の後ぬるま湯で 37℃くらい（体温と同じ）に温めて哺乳瓶で母乳を赤ちゃんに与える方法です。症例数

は少ないのですが、感染率を３％程度まで減らすことが報告されています。 


